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北海道に於け る鳥巣箱の沿革 ゞ 

野 幌 國 有 林に於 け る試驗成績

E •技手 井」二元 則 ,

, 緒言

北海道に於け る巣神の山路は大正 8 4H1に始 り ・ (ie 24 年を経過 し 

てわるが, 正確なるﾡ験記ﾡの公炎されたものは松めて2しい。野拠岡布 

林に於け る鳥巣希の實驗は大正 124以ポなるが, 機拠の利大なり しと 

間断なく今日ﾡ山験を継棋してわる防では, 道内他にをナな場の諦と 

するところである。未だ記録の速あせざる今日, これが正確なる沿革を記 

し,先ﾡ杯の業蹴をﾡへる と共に野幌岡行林にかけ る試驗成績を公表する 

ことは, 木道巣ﾡのﾡ道を期するに様めて意なことと信する。数に 

野拠岡行朴にかける過去 20 4IのR験を公し, 各位の御参金考に供 

さんとする ものである。

木試験に り種々御指等を賜つた前場石ル供三博士及び現場 長技 師 

服部正相氏に對し深甚の蹴意を表する。鳥類の研究に當り絶えず和指導を 

賜 り た る使ﾡ理弾N士山降ﾡ間下並に内口消之助N士に深謝の誠を押げ 

る。特に木道•鳥巣柏の施史及び共他に關 し種々御高を賜つた前々場長様 

明博士新島 善直氏,北旅海述布岡大映秋投拠供博士:大ﾡ哲共氏, 元ﾡ場投価 

長谷部一氏及び原田が氏に深厚の謝なを炎する。又野幌に於て過去の實 

験に常 られた故元技事山ロ 千之助, 元技手紀膝海三,元技今町普大N, 
元抜師相澤保, 羡學士山田信决,典ﾡ士田ﾡ大郎の諸氏並にﾡ々御扱助 

を らなせれたﾡ旅が雄氏にﾡし湖路のﾡ意と感謝の意を炎する。



第一章 濃林保度上より見たる鳥巣箱の意義

原生林内では各ﾡ物が相崎 り相熱 り て・ 我々の目には一部 しか認識され 

ない血雅極りない關係に立ち,・イ映館を持植し不衛を保つてみる。co 
不衛が一座外部からの干に依つて提される と, 埼当他の補衛限を 

誘致 し易きものである。本道は約70 年の川に往Mのでたる大森林が 

拓の進步 と 共に遂年伐採せられ,l大なる商ﾡが拠地となり,牧野と化 

し 土地的因子•及び生物的因子•に深刻な る變動を與へたが,4に森林島期 

に興へた影響は大さい。森供の液少 と 共に森林鳥類 は #し く 共安出所を奮 

はるるに至つたのみならす, 狩ﾡ※の後場, 商ﾡ*のr獲につて*部に 

少しつつあるととは否定米ない。

一方害蟲について見るならば,現時の如く天然林の代押勝地や原野を開 

皇し,或特定の有用植物のみを多克:に栽培してゐるのは, 区M衛出に豊 

君なる食餌を供給し飼育してゐる観がある。それで大而新の単純林べエ出 

地は害後發生の危險が非常に 多い語で,これは人川が自然を破地し, 一方 

にはﾡの#式に都合よく し •他方には鳥省の排殖に都合が悪い様に仕向 

けたから である。換力すれば 人間が鳥類 と 星曲加 と のド衛を破 ること が 

認發生を助長する一因と見ることか出來る。

殊に本道に於て は拠耕地保護の見地から排地防風林の広がが面のJI製 

問題の一つ となつてみるが, 一休防風林 と云ふものは幾多の効県がある 灰 

面,費作物に行利な氣衆災米が林総消近の衛典役生に紙係件を叫ふると と 

は我に 専問家の忍む るととろである。

そ こで合理的農林業の經營者は協力 して,食曲小衛訓の誘致体護藩ﾡを 

圖 る 必要が起つ て來 る。然るに 企曲島規 に は樹木の空洞 中 に 警巣す る 種類 

が:多く, よく人工鳥県術を利川して著殖ナるのであるから, づ空河のあ 

る樹木を保存する と共に, 製術を架設 して其替巢を助長 してやる必要が起 

つて楽る。ノ箱を架設することは只に農林上の密経駆除に効果あるのみな 

らホ, 風致上非常な意炎を持つものである。そ鳥類の多くは炎に,

関年によつて森林に的情緒をと加ふるものであるから, 優な米怖の架設 

と相俟って森林关學 上に登容するﾡは大さい。殊に現時の如 く 國立公園. 

道立公回の施設がﾡ々直行されてゐる際, これに巣神を架設すること 

は森#災の#神と島ﾡ保護と を相拠くるものである。父座数朴や貴ﾡ地の 

間lIに処術そ無設し,ﾡ規を誘致保護益ﾡせしむることは, 兒童に鳥切愛 

度の級企を持たしめ,州操致育卜布効なものである。既に木州方面に於て 

は, 受林U想中及の日的を以て,受林樹ﾡ日には行の一として巣術架設 

のK行が盤んiに"«せられ,ﾡの製作は學校にかてチエ科秋授の一資料 

と して研究さるるに至つて居る。

第二章鳥巣箱の沿革

•仃巢箱を架設し鳥類を募殖せしめんとする實驗は19世紀既に始まった 

ものの如く, Oleen, Gloger,Libe, Brelm,Russ 等の映祈によつて行は 

れたが,何れも央敗を繰し Beriepsdh (1857～1939)に至り初めて先成さ 

れたものである。Irは 1004 4々な入孔の大さを有する巣前をﾡ地 

に伏ﾡし, 遂に成功の端緒を得たのである。共後同氏は多年實驗の結果と 

阪木規の天然巣河とを逃と し途に Beriepseh'er Nisthohien (ベルレプ 

シュ型臬洞)を製作販資する に至つた。同氏の広功後絡岡の単はﾡふて 

.り奥曲の感川 を献み,我國に 於て は大正 s 4以※識者の質略が行はれたが, 

最も具体的に架段せ•らるるに至つたのは大正11年農林省が各府縣に無M 
して以來である。

I 北海道に於ける鳥巢箱の動向

木道に於け る鳥巣箱の動向は大休次の三期に分け られる。

第一期 (大正 8 4～15 4に至る 8 ヶ4川)

本期は木道鳥東物の温施時代であって,版 も古い實驗は大正 s 年北大* 

授小熊程国士指導の下に,北大植物岡に 10数側の巣符を架設したのを 

て嚙矢となすが,この結果は公表されなかつたと云ふ。(犬飼博士没)

大正 11 年道ﾡ林務課技簡河原繁氏は洋行せらるるや, 談州にかて巣ﾡ



に開する 数種の文献 を携へ囱付せ られた と 云ふ。岡氏は が時本慶の地林主 

任技師として, (に同方面の開拓にﾡﾡせられてみたがく もﾡ例後間も 

なく •長逝された。父げ年7月現例合卜林業動場長ﾡ木徳二博士は「森林の 

害糧強防と助類保護」と四し北ﾡ血林発合報に寄称せられたが, これはが 

時としてはﾡる行釜な もoで, 厳がのMに製術の最想をﾡえつけた功は※ 

することが出來ない。

大正 12 年には新禽善め博士はj曜「新編森林保護学」に於て巣神に関 

する施設を記載せらるるや長く林剥係者の参考指郷書となつた。同4近 

监帝産課“ 技手•茨城納氏は農林省の奘勘に基き,高時の野拠林業伏略場山 

投手山ロ千之動氏と世力 し,野拠体行林に 200側の巣術を架設し各種の試 

略を試みられた。これは木道に於て利大規校に商も細織的にﾡ略せられた 

ものの圾初であって,之がル績劇布の復命書は木道最古のﾡ験的記ﾡと し 

て今日場に保イせ られてゐる。この成績の一部は昭和 2 4北海道m行 

「森林病衛曲防除細」(129～130yD に引川されて, 製符果設ﾡ行者の参 

考 となつた 點がゆ く ないo
第二期 (昭和7 2～9 年作に至る 8 ヶ年)

昭和時代に入つて からは本道の各林林納剛及び關係注翩は鳥巣箱の市 

ﾡ性に叫士られた。共主なる ものを學ぐれぱ次の如く である。

(1) 帝京林野梱授局主件―江差, ♦俯,兩出張所に於て は昭和 3～4 
年度 りﾡ行 (技師仲野大夫氏成)

②) 北海血1林務課主管 — 函餉, 私内, 帝搬, 宗闡の各帝林區雪に於 

ては,主と Lて保安交林に昭和 3～ 4度よ り實行(技師相邢保氏說)

(③ 北海道您地方林課主管——Mu, 濃川, 岩見澤,追分,旭川 名寄, 

供知安,野付牛の各森林事務所に於てﾡ範林綱介施設業と して昭利3年 

座上り 實行(技師國分快氏說) ,

() 札幌徴道局主が一函節保線Kの七飯市間附林にかて は昭和 3 年 

座よ り 変行 (本村延高氏成) ・

(5) 北海道帝岡大ﾡ農弾部動物梨致盛に於ては,I和4年大ﾡﾡ央博士

•行の際 必 乙にて給餌案及び家相取 り 合せ 5側兄木と して購入 しﾡ術せら 

るるや,大工を屈備しこの見本に単したもの約 80 Nﾡし大ﾡ求採のﾡ 

岡他に 架設せ られた事實がわ る。

共後とれ"の地方公Wは各地で姫んにﾡ略を行つたが。°がも減節ﾡ 

#Wで情内にかてW和〜。 年度去で処神に叩すさびぬを高行する撮合 

を得た次第である。

第三期 (昭和 10 4度以降)

A神に開するﾡ設はM和10 年を単とし革期的な登展I：遂げた。即ち 

第一期乃至第二期の試般成績を基礎と し,富尺共に實用化の時代とな り, 

各方mで之がﾡ川を伏みられ巣神のJﾡ性は一般に総識許及れつつある。

U北海道の麻巣箱に関する主なる文駅

北海道の.% 巢希に關係あ り と聞むる交映を側布したるに, 主なろ もの 

は大の如くである。

(1)

⑵

(

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

ﾡ木継二: 森林の害期強防 と 鳥期保護 「北海道林業合報」No.7 
大正 15年 (1920)

新島 普u : 新編森林保護學 大正 15 年 (1925)
志村彦三,原田N:森林ﾡ数管防除細 昭和24(1927)
篠原七木： 林から見た小鳥東希 「北海道林業合報」No..5 ¥和 

5 4(1990)
井上元川:" 渡島地方に於ける巣箱の利用に就て「北派道料求合」

No. 5

相保:

No. 2.

昭和5年 (1930)
人工巢洞の利用 に依 る 鳥類保議に 就て「北海道林業會  性」

昭和6年(1931) 、

井上元則 :渡め地方に於け る 人工共洞利川』類の二,三生態にAて 

「北海道林業會報」No.7 昭和 7 年(1933)
井上元則： 森林とﾡ保閣「北海道林求命報」No.1. 昭和S年 

(1933
古川.昇: 小鳥集箱の观燃 「北海道林業命報」No.4 M和9

:V '1
.. ^ .



年 (1933)
(10) 大飼哲夫： 野機岡行#動物課書 部1～2版 ﾡ和9〜114 

(1934～1936)
(11) ﾡ上元町: 人工巣術の本述にぬける特県性にぬいて 「北ﾡ 

な命報」 ﾡ門脱 昭和9年(1934)
(12)岡本間一: カラマッハラアカハバチの天敵に就いて 「御料朴」

No.3 昭和10年(1935)
(坳 池田 丹次郎： 人工巣ﾡを害するエモモンガ 「野』」 第2 卷 

No. 昭和10年(1935)
(1り)井上元則: 巣箱利用鳥類の農林上の利害關係 と 共ナ探 「北海道

#衆合報」No.6 昭和 10 年(1935)
(あ)井上元則:四十権の渡りにﾡて 「終動物學報誌」第8 卷 第2 

ﾡ 昭和 11 年 (1930)
「闻 井上元則： 北海道渡島,際振地方に於けるﾡ製ﾡのT際 「北i沖 

林業合報」No.G 昭和 11 年(1936)
(17井上元期: エゾモモンガの分娩,食性に就ての親案 「M物及動

物」第4金 第10戦 昭和 11 年 (199の)

(18) 北海道林業試略場:鳥製ﾡ果政上意すべせﾡに城て 「時W」 

第2脱 昭和12年(1937)
(19)井上元則: シ ロ ハラゴジフ カ ラの營巢に就て 「」 第9%

第45戦 昭和12年(1937)
20,井上元則: エソそモンガの分換期及び産見数に就て 「應用動物學 

ﾡ誌」第 13 卷 第 3, 4 號 ‘ 昭和 16 年(1941)
(21)井上元則: 實川森林生物被害防除提要 北海道林業略場 昭和 

17年 (1942)

以上の文献は二,三の一般的記述を除いては全部北海道に於け る御動的 

記盤で あづて北派道の鳥巣ﾡの獲地に 重要な刑: 被を持つ ものである。

第三章 野幌國有林に於ける鳥巣箱に關する施設

野幌岡行#に於ける』単神の状ぬは, 第一期の時代に初会 り 今日に及ん 

でわる。 よ間略T行がは時々交#したが,各年代を通し秋験を継績して 

iつて, 施設は4とに改弥されて米た。木林の試除成*;は以て直に本 

道全般をすことは多無ﾡであらうが, 然し木林は大休木道の中共部に 

する叫係上,他地方に於て質岡穂用上の参考となるべさ脇がﾡくないと 

ﾡふ。

' I.地况,林况の概要

地況, #次と県術架設とは商接な叫係があるので,は絵成ﾡをべるに 

%り参おと して 野幌固冇林の地況,林況の概要を 祀載する。

野幌口布林は北株49° 2 5, 東年 140° 32,0" に在り, 石狩岡江別町 

及びlめ村の二崎町村に路 り, 石yヤド野を流る る江別川及び野幌川中間に 

介在する.丘陵地帯である。 面i秋は 3,426.63 陌であって,北部と前部5の二 

・よりるが:は北部間朴にのみ架した。北部團林は南部固林よ りN 
大で北に細く, 小はﾡ商くして分水燃をなし,J西の柄方向に向 

つてﾡめて級慢な傾斜をな してわる。この分水-池に源を發する淡泳は少く 

ない。本圏林の刷叫は枕地に伏 り 包回せられて ゐる。

主災樹ﾡはト ドマツであつて,巾央分水嶺の兩側に於ける緩斜地帯によ 

く 發達 して みる。茨Wに採 し上 蟻の现學的性質良好な る林地に於ては技底 

林型 を 品 し, 平に して土壊化學性に富め る林地にかて は甲藤林型を呈 し 

てゐる。消葉樹林は小面i積で, 共ーは木林中央部背梁に沿ひて E所績 し,南 

北に細長く他は漢渊中に散在する。この針闊林の接するところ又はこれを 

神幌するととろのMは針H加朴ルを品する。北部に於-こは針過,中央 

部附近は問過の状態に あり, 巣箱架設せる附近の林相は一部造林地を除い 

ては, ・ド マッ の純林若く は針則混淆林状 を 呈してゐ る。

II. 旣往より 昭和 9 年に至る迄の試験成績

野税岡林に 於け る 鳥巣箱のﾡ動は, 前r逃の如 く 大正 12 年以來で あ る 力,



之が架这内容を記すれば第 1 の如くである。

第 1 表 各年度の為奥 箱架設宣行我

製 のﾡﾡ 柴股数 条設4 条な1行*

術 W 1 0 大 iE 12 年: 11 JJ III ロ 千之助

i ・宛 9 0 円 1? 年 3 月

尚 型 1 Q 0 P 13 : : J J 円

9 8 P 14 a 3 丿 J 縄激三

3 7 同 14年 3 ル 同

神 飛 2 0 同 14 4 9 川 円

2 9 同 14 4 9 J 同

揃 製 5 5 四 和645 山 m t , 犬

崎 製 4 5 同

4 5 W 8 4 12 月 池 in 眞次知

大正 12 年度よ り昭和9年度ﾡに於て, 以上の具ﾡにしたハの和ﾡ

を,利川數の順位に記載すれは次の如 く である。

1) シジフカラ Parus major minor Temminckc & Schlegel.
2) コムク ドリ Slurnia philippensis (Forster)
3) シロハラゴジフカラ Silla europaa baicalensis Taezanowski.

土) ヤマガラ Parus viu8 vaTiu8 Temminckc & Schlegcl.
5) カラットスズメ Pksser montanws! kaibatoi) Munsterhjclm.

・6) ムクドリ Spodiopsar cineracea (Temminck

7) キビクキ Jfwscicamula narcissina narcissina (Temminck)

8) エゾコガラ Parus atricapilUus sachalinensis L.onnberg. 
・

9) エゾカゲラ Dryobalesmaiorjaponicus (Seebohm)

第 1 岡 野幌岡有林に於ける具特利用鳥類

故元技手山口 千之助氏は 主 と してB合附近 (江別町志文別) の林地 

にかて,ﾡの架設ﾡ験にられたもので, 常時伏聡の到象とせられだキ 

u項を摘賞すナれば(1)巣前の型状及び大さ,(°)地前の架設方向・(9単 

の架設高, () 巣箱利用鳥の则及び祭奥材料, i5) 臬料材料の樹质 I 架 

設樹械との關係,(6)地況。林況と巢新の架設間典等である。

間技は第 2 圖の如き型の巣箱を,第 2 の大さ さ 通 り に製作架設 し, 

m型57%, t型37%なる広ﾡを得て, 巢箱の大さ に關する基本を實驗的に 

示された。これは昭和24北海道前役行「ﾡ当衛防除綱」に引川され後 

進のため非にﾡ考となつたことと旭ふ。

第2表 巣 箱 の 税 類別大さ (大正 12 年度)
*〜マママな太-マ。ャマ

MmのH類

六こママ*こ。。、てっマ。て、に再マ 
内itのici

深さ

ママ ママャ千マ

川 入孔 
のiILをa

マ マママ。マく*。マ

ﾡと出入 
孔h心と2う 用 円

マい事てなマ*本粛 < 導ズててなな、二。 マバママママト*ママ

製x
地 巣 行 ・

T上ン"で州2 :,宀 勾 m

ﾡ 大 型 213 103 22.7 *4.s 15 ホ 函6
ク 中 15.2 12.1 15.37 3.9 13.4 4.5 37 6G
グ 小 11.3 10.9 13.6 3.7 11.5 3.9 "s 99
筒 ・ニ・ — 2s.s 4.s 26.4 一 ・ 100

-8 ー -9-.



第2岡 大正12年性よ り昭利6年圧去でに設せろ巣m

大正 14 4紀放技手は山口技手架設のものに, yIに184Mの県術を追加 

し合計 384 個 となつて ゐる が,之が成績は第 3 の通 りである。

第3表 大正 15 年度巣符利用成績

東箱○種類 発設救 利 用 ﾡ 利 川 率 ﾡ . サ

箱 型

ﾡ 型

218

166

55

56

• a

33

この時の記に依ればシジフカラの生態はﾡ明びになつて ゐる。 ち大

正の末期に は交奥材料,管泉開始期,構巢 日 数,確卵数 列期l, 県曜 

日 数等が關明に されて漸次生態硏究の機述を服 して居つた。乙れ等の巣術

は共俵昭和時代に繰越され,昭和2年度には今野桜手,昭和3,4年度には , 

相ﾡ技師がﾡ動に られたが,昭和」, 5 4uic は前記の巣術は大部分破払 

を生じて居たらしいo/

■ 、 、,•ー•

昭和6年山田費ﾡ士は主と して新廳含附近(江別町伊達屋敷)共内の自 

動道ﾡﾡに於て古験せられたもので, 使用せられたる巣箱は冷型及筒型 

(第2関) の三種とし, 各型毎に共大さ を 三段に用別せられた。これso 
巣神は内部を自山に根し得るもので, 大正時代のものに比し誉しく進歩 

してゐる。 、

第4表 巣新の種ﾡ別大さ(ﾡ和6年

箱の種

----- ---

商 さ 外側の t 
又はi従

出入孔の it 任 製 作 製

型 小 型
*

A 5
!

3 20

型 B 20 24 4 30
ク 大 型 C 30 36 6 5

f

 
吗
25'
—

型
型
型 

小
中
大 

型何
:

45
50
65

20
20

これが商用成績は箱型 11%, t型 38%, 不均 22%で, 利用ﾡはッジ 

フガラ 21, シロハラゴジフカラ 1であつた。この書験のﾡ果特記すべさ 

ことは(1) シジフカラ の巣箱の出入孔は 3～4 歯が適溢な ること,()ジジ 

フカラに利刑されたﾡﾡの架設高不均は 4.15米であつたこと, ()巣神架 

設木の樹風と殺1巣とは何等注意すべき配 がないこ と,(4)巣神架設木のu 
ﾡの大小はﾡﾡ利用に何等のがないこ と,(5) シジフカラ 目的の 県m ・

は箱型 よ り簡型の方造かに良好なるとと等であつな。

昭和9年池田拠學士は基に山田費ﾡ士の架設せる中の 8o 仙と問氏 

が昭和8年 12 月 増設せる 箱型巣箱 45 仰計125仙に就いて質黙課索せる 

納果は大の如 く であつた。

架設敷125個, 利用数17仙い 利刑率13.66であつて利用の内評は ジ 

フカラ 10, ムクドリ 4. ヤマガラ 1, エゾコガラ1, キビク キ1 であつた。 

同氏の結果に依れぱ利用率不良な しも (1) 數師の鳥類を誘致 し得た こと

-10-- -11-



見生態観察に瓶貼を以かれた初果,巣箱の毎鳥獣としてカラス,エゾモモ 

ンガ等を指摘せること, ( 製術の附近に締を品しuく とさはよくな巣島に 

利用せられ蘇奥を助く ること, 等を實験せられたがは前再よ り uに一役の 

逃歩を示したものと云へよう。

iI. 昭和10年度降以に於ける試験成統

1 .目 的

本試ﾡを施行せる野拠段行林は, 第三な:「I. 地況,林况の概要」に 於て 

記逃せるが如く石狩原野に介企し, ト ドッを 卜木とする一大天然朴で

つて大正34以米妹倣ﾡに指必されて みる。陷つて 從來小禽划 の若川地 

として希名な地城であるから, 人ﾡ的に巣ﾡの架設を依たすとも,小御期 

の著ﾡ地と して 充分利用せられつつある。然るに設をなすものﾡかる大然 

株に於ては然樹河のみ利川され人1的製ﾡは利川されざるべしと"へ 

る向さあり。之が關係を明嫌にしなければ,本道天然林を伐採し造林せる 

場合, 之か寰害防除の目的よ り その周邊に巣箱架;女の適否が渝せられる所 

以である。本験は以上の主目的を以て昭和10年以降 5fi4licItつて 

施行せるが, とに附ﾡ し各師係件が替巣に及ナ影響及び巣ﾡ利川島の背 

代調布を施行 した。

2 . 調査材料

(一) 製箱の型式

供試巣術は何れ •も著者が考案せる もので第1ﾡより第 20 號までの tp 

は第3～4回に示せるが如き丸太型状飾処符である。第21脱よ り第 205 

ﾡまでは第5岡の如き丸大』M川以mであつて他に第6に示すが如さ楽 

ﾡ処45例を映数した。

(二 巣箱の材料並に構造

第1ﾡ～第 20 鋭のル太型収飾川拠術材料と してはヤチダモ及び ト ドマ 

ッ材を使用 したか第21～205脱の丸太型ﾡ川県ﾡには ト ドマッ材のみを使 

用した。丸太型装飾川巣箱の外而は種  々の型に装節しある も内商の構 

は丸太型在用ﾡﾡと同様のものである。次に 丸太型實用奥箱の構造を記す

—12 —

れはうの通りである。

第3岡 丸太型投M川県 (一)

第4園 丸太型飾用特i (共二)

- 13 -



(軍位ﾡ)第5表 丸太型ﾡ用箱の構

口に打ちつけた。

メ来焼術は上の益を除いて内部を観条し得るもので, 共ﾡﾡは 第6炎 

の如くである。

第6表 丸太型素焼箱 (X樹

側 内

金 必 ic よリ上v
選 り0さ

・5.0 13.0

.五 Lに , 上在の 
さの商iﾡ

I
29.5 15.1

高 iC 行
出入孔 “ハ
i/c 行 内 り

30.0 10.5

(三) 架設状児 ・

(イ)'架設場所

巣納の架設場所は何れも野桃図行林内でとを細別すれば (1) 中央線及び 

。線自動1道消の天然林,(2) 廳舍及び第二實驗苗岡附近の林筋 (9) 1. 
4 6. 8 林班内 ト ドマツ 造林地,(4)1 林班及びﾡ田林内移民拠ﾡ地林総, 

(あ) 路合附近及び第一復験ﾡ加林終々である。

( 架設年月日

,巣の架設年月日の内評は, 附表第1に記載せる通りであつて, 之を年 

度別に描ﾡすればの如 くである。

No. 1 〜 20

No. 21 〜 63

丸太型生価用ﾡ術

丸太型 征r 用 巣 箱

昭和 9年7月 

昭和 10 年 4 月

No. 64 〜 155 同 上 昭和 11年4月 ,

-14-

No. 156 〜 205

No. 1～5

丸太型 ﾡ 用 巣 箱

丸太製素烧巣油

昭和12年 月

昭和10年 4 月

第5岡 丸太型ﾡ 用 臬 箱 の ﾡ 逆

---15-



第6圏 九太型楽ﾡ巣術架談状

c～) 架設方法 ・ ; I'
巢箱架金木の樹臨 直概,樹崎及び製補2架放高, 架 世方向は附表第 1 

の姉 く である。 他巣術架設に常 り, 特に注意せるは巣箱の出入孔は見通 

しの よ い方に向け る様に し,常に垂山の位置 を 保つ様に 取付け た。巣締の 

取付は楽るだけ不良木を選びてﾡを打ち, それに巢箱の取付孔を 引掛け 

る様に した。 ・

(二 4部ル況 。

は14～5 月営県姉前前.必、ナー回抽除し,う～8 月ﾡのﾡ期間中 

は见立也後に掃除を励行 し, x8〜9 月頃ﾡ県定丁後も必寸1回は掘除を 

行ひ, fの多の小と して利川せしむるにした。仙し No.151〜205 は 

略和 12 4架設米1回も拉除を行はす5歯4に於ける之が替に及に 

ナ影響を調 t した。(附だ第 2 参川

(ホ) m利川』の松識

野桃W行林にかてﾡ処しつつあるコムクドリ, ムクドリ,シジフカラ, 

シロハラゴジッ カラの初及びﾡの脚の附歴能にル ミ =ュツ、製の小ハ川 

火は抑川伝識 (拠朴指定) を彼いて放小し四さ呼替県せるものにつさ 

X性を 明かにせんと した。

3. 調査成績

(一) 巢箱の利用狀况

各ﾡの照和10～14 4ド造の5簡4川に1［るな巣利川執は附炎第 1 o 

如くである。

(イ) 満県利川のﾡﾡ及び利川

5簡4間にかける場ﾡ果改数謝4度別,ぷ別, 利川状沈は第7炎の如 

くである。 ・

野税岡 布林に於て, kも多く巣4に替県せる』知はシジフカ ラであつ 

て,5商4の書費は207卜, 大がコムク ドリ 103件である。 他の種類 

の利川は 前 二がは北 し著しく ゆく, 順位は カラフトスズメ 35 件. " 

マガラ 18 , シロハラゴジフカラ 10 件, オポムクドッ6 件, ヒガラ2

件, リ スヒ 1作である。以.上のFAtよ り 野視地方の渠 箱 替 巢利用鳥の 

稲ﾡは大部分シ ジフカラとコムク ドリ であって, 北海道の他の地方 と 大差 

ない ことが判る。火I和1104ド以後に於て新にヒガラ Parws aterinsu- 

laris Hcllmayr 及びアリ スヒ "シ〃/ torquillajaponica(Bonapnrte) が, 

小数年 ら町税N行仲に於てﾡﾡする こ とが期か と なつた。

次に 熱用 は架; 女後時日 の經過に 件ひ,紛央破するものを4するため, 

山除刊川 し* る巢箱は架設 數よ り 幾か少いのが通である。a 7につ

—16 — -17-



第7表 巣和架設数射年呼別印別利用状況 (野幌岡林)

息和別

合 計
利 川 可 能 処 箱 数
同 上 到 利川 率

いて親れば般髙 74%,最低 36%,平均 536である。 丸太型米ﾡ符は 、 

附表 1にて明かなる如く, 架段當年は利川 されないが,2 年目 上 りは木製 

巣術に先 らない巣を示 して ゐ る。

c") 巣箱利用の時期

野視区行林に於てM和110～14 4度に至る5歯4間のﾡ巣補利川時期を

祀すれば第8表の如くである。

第8表 鳥巣箱外巣利用 の時期 (昭和10～144度5ケ年「

利 川 名

デ - ---- ご。*-
ﾡ 巣 開 4 座 卵 ﾡ 化

ﾡ 早 関 最 4 R 晩 早 最 ﾡ

シ ジ フ カ フ 5. 3 7. 21 5. 10 7. 22 5. 96 8.10
シ ロ ハ クゴジフカ ラ 5. 1 7. 15 5. 5 7.27 5.17 8.10
ヤ * ガ ラ 5. 18 6. 15 5. 20 6. 26 6. 5 7.10
ヒ ガ ラ 6. 10 1 0.21 6. 20 7. 1 7- 8 7.14
力 V フ トスズ メ 5. 1 8. 5 5.1 8.21 5. 14 .9. 4
コ

ノ
ク r. り 5. 4 G. 22 5.10 7. 2 5.25 7.13

才 ム ク ド リ 5. 1 6.1 5. 4 6.11 6.18 6.. 26
ア ッ ス ' ヒ — — 6. G 1 二

G. 21 —

付林ドにがける,補利用川大のざールメ«ドは ギマカラ及ヒ 

ガっを除いては5月 止ﾡであつた。ヒガっは評た例が少い嶋係からな巣問 

ﾡの収は 6 月上旬であつた。

i解化に就て 処るに, 野岡行朴で解化数了のもい、例はオ*ムク 

ドリで 6 月下旬である。次はヤマガラ,コムクドリ, ヒガラで7月上〜中 

aである° シジフカラ, シ ロ ハラ ゴジフカ ラは稍迎く S月」G, 最も 

処いのはカラフ ト •スズメで 9 月上旬である。之等規の巣立は, i喚際化 

より2週川以内に行はれるのが通であるから, 最晩産卵に約 10 〜 14 日 

を加用せる期川)が皆巣の旗終と見るべきであつて,巣箱のぎ果利用は各 

鳥畑をﾡじ, 5 月上ﾡより9月中造の期川に於て行はれることを知る。 

仰町幌岡行#の巣術利川島の替以利川は, 年1回な り や 2回な り やに就て 

は3の(二) (=) 項を參照されたい。

() 方向別鳥巣箱利用状況

県の架設方向 (出入孔の方向)と県利川との劇係を知らんが公め, 

5 ケ4間に於ける以符架設延側数857についてﾡせるに第9炎の如く で 

ある。

第9表 処希架段方向別利川状況 (野戒師ポ 黑)

*庆 方向別 
動

東 i市x 市西 北川

てて*バ 
北 

___ L

ママ下てマ

北西 tt

1 0 利 川 製 12 4 2 0 0 6 11 2 $7
11 ク 14 12 7 0 0 17 16 $ (9
1 2 ク 炉 27 19 5 ・}* 30 3s 10 15s
1 9 26 19 18 s 4 17 20 5 112
14 ク 14 9 9 1 15 16 4 71

合 、 at 10s 7] 56 11 7 s5 sG コ4 4
架 設 ガ 前
別 利 用 率 29% 16% 19% 3% 3% 30% 19% 5%
5 ヶ 年 o 利 
川可能巣箱累計 201 150 119 ・10 9 132 16s 39 $s7

10～14 L: 
別 利 用 ポ 51% 4% 4% 68% 7s% 64% 01% ・3% 5ss
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5 M年間に於ける』利川敷+2仙の方別利川率をﾡると, 共順位 

は,西, 北川, 北,ihi, 北西, 南阪 市寧の順で•ある。これは夫々の方位 

に発設した処術敷の多新に も開係する ものであるから, それを 5簡年川lの 

各方向別, 利川可能以術数登替県利川数の比率に伏つて 炎 して叙る と, 南 

を利川せる ものは最も低く 46%であつて,他は48〜78。の間にある。こ 

れは野桃に於ける昭和 10～14 年度に至る5簡4門川の満場期(5～9 月)

の般多用向は南で あつた小賓 と一致してゐ る。

第10表 町幌に於ける期のル多氏向

r
昭和10 S S S s S 野P教体然4譲

1 1 s S S 材果に役る
1 2 S S S S s
1 3 S S s S
1 4 s Sw s

(テ) 架政に5別処術利用状況

架設高5別, 年度別処術利川況は第11 表の如く である。

第11表 巣術架改高別利川状況 (野和バ無)

年度 、架設高6 2～3 4～5 6～7
----
8～0

•二 ニ
10～j

■
12～13 14.15 16.171__ 1

15～19 20以. 
.1.
-

10 利 ル 数 5 11 10 3 2 0 0 0 ( :7
11 4 17 32 4 5 2 0 4 1 0 69
12 ク 12 3 52 10 11 0 o 0 0 159
1: , " 11 「10 "9 ( 1 0 0 0 119
11 5 28 26 1 0 0 0 0 711 ゲ

合 t 37 106 105 29 20 7 0 6 1 0 449
欠2とMHrin州 9% 38% 37% (% G% 2% 0 16 0
n クF m のor m
げJ1眞 対 96 3 240 41 45 9 0 11 1 0 837

10〜1」 1"1 上 X 梨 か ﾡ わ 川 h 30% 46 (74 71% 64% 78% 0 55% 100% 0 53%

.I交とば別, 利川は4〜う米が38%, G～7米が3796の範lで戒も 多 

さ も本ﾡの如さ場地合犬*の架設7に於ける叫数の多1にも開係する も 

のであるから絶討的の ものeはない。利川可能贝计曲封利用數の J 七率につ 

いて叙るとと低が:2〜3米で0%, ﾡ高が: 18～19米で100%である。然し 

シジフカラ及びコムクド りの利川ﾡ数の最も多いのは4〜5米及びG〜7米

であろか ら野税Rイj林では此刊がも過がしてるも のの如くである。

大に 5一年II耻於ける利川鳥類別, ﾡ設木掛商登mﾡで高5の比桜を次

むればw 12 表の如く である。

^
第12表 利川』H別, ﾡ設木樹れ討ﾡ架間れ5のつ比較
*­ 城 ーー ***..一.— 枠 * #'.. - - - - - -- ―ャ ー ～ ,•ー• -■ 1.- r 3 ” — ―ー * * * **www

国 强 摘出 _欠区水ﾡ高|衛欠設高岬*。

ﾡ 別 i商lペLT均 西i価T 生ピ

m m m ml mn m m10～14 シジフカジ 23.0 4.0, 12.2 15.5 3.6 1. ：M
5"ハクョグフカ 9s.。 o.。 15.7 W。 :4 s。 50
+マ»? 20 6.0 139. 5.4 :.o ：：S :9
ヒ ガ ラ 1 10.0 7.0 S.5 5.0 3.1 4.1 s
カラ・フトスズ々 6.。 115 17.。 .4 6.1 . 57
コ・ク ドリ 22.0 o.。 14.4 17.0 40 7.0 4S
オトムク ドッ 21.0 11.0 14.6 11.0 5.5 o.n 5
デリスヒ 9.0 9.0 9.0 6.3 63 6.3 6o
ﾡ 折 25.0～4.0 1:.0 15.0～26 550 42

同表の總括に於て示すそ如く,栄区木樹は低1米,氷高52S米・ 總 

不均13米である。※単ﾡ架設5はよ低2.6米,7i18米, 越小均5.5であ 

る が,兩 者平均同志の 血段は 45を示した。換すれば野幌岡行林2如く

比校的樹高の高い老齢林分では,ﾡの 199%附坂に 妣箱を架;;父すると ・各 

和ﾡに利用せらるる可能性が多いと見て上かろう。然し内間と して 
・

7米以上のつ商さに巣術を坐バとすると, 竹理,イ護上不便であるから, それ 

以上高5くナる必ﾡはない。 .

__ 、
-20-



(ホ) 術掃除の蒸巣利用に及ぼナ影響

2 の(三)(=)作町脈況のmに於て記造せるが如く, No.156～205の興 

ﾡは昭和 12 年 4 月 架設以米, M和16 度 ま で 1m も 巣術の掃除 を行はナ, 

とが体処に及す影響を調 本 した るに第 13 炎の如 くである。(附変第2 今 
y)

第13表 県設数釣年圧別ﾡ別利用状況 (野幌口イ林)
1

4. 大
--

(昭

p和和別 12 13 14 1 1f • 16 l at
。 定 不 オ不 冗 完 不1

ンジフカ 14
/V

0 1o 0 0 4 0 M

シロハワゴジフカラ ( 0 2 0 0 0 0 0 ( 2

1 0 0 o 0 0 o ° 1

ヒガゥ 0
o

1 0 0 0 0 0 0 1

カク トスメメ 6 o 0 2 o 0 0 0 13

コムク ド り 13 0 0 4 0 0 0 6 1

オ ホ ムクドリ 0 0 0 0 2 0 0 0 1

アリスヒ 0 1 0 0 0 0 0 0 1

t 4 o 30 0 17
1 o

4 0 11 1 103

合 mt 4 3G 17 4 2 103

利 m 可 ﾡ術徴 49 49 49 •19 1 •19 245

同 上 対 利 川 率 0o% 73% 95% 8% 24% 42%

和12年圧よ り利 16年脱庁での利用可能央箱数討利用をﾡるに, 

最初の24川は00〜7396なる も 3年目は利低下し356を示した。4～5年 

日には8～24% となり更に著しく低下した。以上の“實依り巣箱の成績;： 

高めんが爲めには,典術の揃除は毎4前行すべきととがﾡめられた。 県 

ﾡは架設後4を経過するに従ひ。破するを以て抑除の際は必ナ之が体叩 

を も励行すべきである。ﾡ術の利用刑広績が年々低下するのは巣の不潔の 

みならす,ﾡ4の破損に超因する場合もﾡく ないこと を鈴記すべさである。

(へ) 県神架設林の環境の 

適否

これ は巣汾 架設上極め てRﾡな間 

Mでわつて•中にW内な因广を包會 

してわる。換,『すれぱ地况,林況選 

定の迫否であるが, これは局所的に 

所々双釈な條件が附用して;來るので 

而車に取扱ふこ とは困難でわる。野 

幌岡 行林に 於ては 大M次の如 きN向 

がある。

1) l合及び第二ﾡ験M附近の 

#終や 1 朴班及び映田林内移員の拠 

ﾡ地林ﾡやで峰合附林終等の如く ・ 

何れ も農耕地に接せる林分に架設せ 

る県竹は主と して コムクドリ,ムク

ドソ, ブリスビ, カラフトスズメ等に利用され, 間も前2種の巣利用

が5いのみならす, シジフ カラに も利用されることがゆ く ない。

2) 中央線及び基線自動車道路沿の 天然林や 1,4,6, S株班内 ト ドツ, 

エマッ 造林地周絲に 架段せ る 巣箱は, 主として シ ジフ カラ,ヤマ ガシ. 
ヒガラ, シロハラゴジフカラ等に利川された。

3) 林内典深くで過ﾡな朴分に架設せる巣ﾡiは, 一般に利用成ﾡ不J 
である。

以上艮無値利用鳥対 1の権息分!!!w、ら來た もので,即ち コムクドリ,ムク 

ドリ, ブリスには主と しエ林* 象附近の農耕地 より 食•を 求むる に 反し,シ 

ジフカラ, ヤマガラ, ヒガラ, シロハラゴジフカラ等はおに朴内にﾡ島し 

fを林内に求めてﾡるﾡ果か ら と 考へられる。略つて巣衛利用を75めん 

と すれば,成る可く 林株に架設す る ことが得である。徒らに林內 奥深 く 

都閉常な林分に架設するのは策の得た ものではない。林内深く架設んと
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する場合はチ開地ﾡく は伐採跡地の円缘Tのり」く 叫るい林カセ ゼ定すべ l 
である。

ﾡ巣利川めのﾡ加及び利川ﾡの項に於て遊べたﾡに,野幌Wイ「#の如さ 

天然林に於ても以術を架なすべせ五境の適否を説らなけれ, 人「県術は 

非常に利用川される ものである。

従米人』ﾡせ小面積の森, 防ロP, 公I,ﾡ岡"に架設せる県術は栄 

外よく利用される傾向があることは,旣に實驗されてゐるが,野幌岡行朴 

の堀せ大商積の大然体に於ても, 処術果設取境の適否を映らなければ, i 
*•と同様の成故を擧げ得ることが明かとなった。又天然林内には天然用洞 

は澤山 あるが,多年にIつて利用刑されるため不潔となるに反し, 人:mi 
は新しく消潔であるので」く利用されるものと処ふ。

第9圏 中央博口動京道路

天然林に 架 設せ

・ る県
(シジフカ 利ハ)

第8ﾡ l のP 林 ﾡ ic 架 設 せ ろ具 i

第10號(トドマツ)天然

新地の保残木に架設せ 

る東箱

(+が シ利川)

2 - 一. 25



(二) ﾡ殖状兄

(イ) 密処狀態とそ 

の材料

・ シジフカラ, 

ヤマガラ, ヒ 

ガラ

, この3種の巣はﾡめてﾡ 

似したものであつて, 製箱 

内に各種のﾡ期 をﾡめて皿 

状の巣を造り,それに歯 

ﾡの毛, 野処のモ,場の 

毛等を雜へてゐる。

第11圏 6災(ブカ 

エソマツ) 人 

匚造林地の保 

残木に架設せ

る巣m
(レグフカ ・ 

利)

・b) シロハラ ゴジ フカラ

この鳥は県ﾡの山入孔を自ﾡの出入し得るだけﾡし, 粘土を以て察く 習 

がある。粘土で造った出入孔の大さ は件通城根 2.5掲, 長毎 2.S歯内外 

のものである。体県材料としては全部ツルチサイのﾡ度を長さ 0.5～30 
,位の小片として用ひる。又木種は全部密卵終了 し抱卵する までは,卵を 

な県材料の中に曜I し, ur接卵が児父Vれに して置 く性がある。

第12岡 シジフカラの営状態
第14岡 シロハラゴジフカラのﾡ 状 態
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C)カラフトスズメ 。

スズメの瑟巣材料は薬,不本附物のﾡK, ﾡの羽モ, で大闇m似で 

あるが,巣のり方はﾡﾡ末である。

d コム クドリ, オホムクドリ

この2種も校めて似た皿ﾡの巣を盤る。巣材は薬,禾木科植物の枯代 

枯薬等を主として, それにﾡの羽毛,モ"を交へ時には生葉をも報へて 

ゐる。 ・

第14岡 コムク ド'リ の 営4ル 態

-.28

第14表 具ﾡ利用ﾡの応卵数

___座 卵 登

最 少 最 少

レジフカッ 13 1 7.
レロヘダ:クブカク 、 14 1 16
*ガラ 9 2 6
ヒガク 8 s
カラフト スズメ 9 1 5
コムク ドリ 11 1 4
オホムク ドリ 9 4 G

リースヒ
・

1 8

c) リスヒ

本切は 処洞の中にレ! 材を運ぶこ とな く して産卵する。時には他動がし 

処材を運んであつた 上に産卵する こと もある。

(n) 南卵數及び卵の色彩

野幌段行林に於ける県ﾡ利用の流卵数を調るに第 M 表の如くで 

ある。

シジフカラの産卵数の最多は 

13,少は1側となつてゐるが 

1〜2 側の場合は災常産卵であ 

る。不均は7仙となつてかるが 

正常産卵の場合は,ﾡも多いの 

は6〜10仙であつて, 卵の地色 

は白色その上に, 僅少の淡い唯 

紫色 乂 は淡掲色の殼斑 と煉瓦赤 

色の上表斑とが敗滞 してる。

ヤマガラは最多9仙, 少9

仙, 不均6仙で, 卵の地色は白色,跳貼は赤褐色で少く,主とし鈍端附近 

Iにある。

ビガラの替県は 5 ヶ4uIic 2 例あつたのみで何れも 8卵であつた。卵色 

は光澤•弱き白色で, 上に主と して鈍端又は鈍端の周圍に赤褐色の點狀J: 

表斑を散布してゐる。ﾡは淡紫色であるが少しく小さい。

シロハラゴジフカラは多14仙,最少 2 仙,ボ均 6 個で卵の地色は少 し 

く 光洋ある白色で,. 茶褐色 又は噌褐色斑點; 伏の上表斑 と紫灰色又は淡紺色 

の殻別とがある。

カラブ トスズメの産男は/ 9仙,低1仙,小均 5仙となつみるが, 

正常産卵の場合は 5～6.MIがであつて, 卵色は帶褐色の地に灰褐色の 

小Mを諾 し, ん ど全體灰的色に見えるのが多い。

コムク ドリの産卵は多11M,ﾡ少1仙で, 平均は,個を示してゐるか
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正常産卵の場合は4～6仙が最も許通であつて卵色は込ず色で光承がある。

オホムクドリの産卵数ﾡ多は9個, 最少は4仙, 平均は6仰であるが, 

E常産卵の場合は 5～6 個が最も普通で,卵色は光湖強 世教田色然麻紋で 

ある。

アリ スヒの産卵数は8側ﾡ1例あつたのみであるが, その卵色は光澤あ 

る白色無ﾡ終である。

(ハ) 巣箱利用鳥類の産卵測定

5 ヶ年Mに於てﾡ殖せる』規中産卵測定をなし利たものは第 15 淡の如 

くである。 ,

第15表 巣ﾡ利用じ類の産卵測定

島 名
定 長 ______ 何 処 ャ

ﾡ数 般 大 ﾡ 少 T 均 ﾡ 大 最少 ボ 均

シジフカク 8 70
m.mn.
19.5

m.m,
15.7

m.m.
17.5 i m.m,

13.3

ヤマガラ 1 7 18.0 17.5 17.6 14.0 13.2 13.5

クロハグゴクフカク 2 23 21.0 18.8 19.6 15.5 19.0 14.6

カラフト スズメ 3 14 20.0 17.0 19.0 10.0 14.5 15.2

オ*ムク ドリ 1 6 28.5 27.9 28.2 21.3 20.7 21.0

コムク rリ 11 46 27.5 23.5 25.2 10.5 10.5 18.3

本表に依り類似せる コムクドリ, オホムクドリ の卵は,J!: 大さが異るの 

で, 卵の測定ﾡ果からでもﾡその種類を推知し得る。

(=) 株&口の回收成績

2 の (三) (ホ)の項に於て記述せるが如く,巣4替県利用川鳥類にわ識せ 

るﾡ果は第 16 の如くである。

成鳥に標識せる シ ジフカ ラ の親の例では,北料試 No. 61 はM和11 年度 

に,No. 98 の巢箱に替巢せるが翌 12 年度に於ては No. 95 及び 94の巣 

箱を利用 して一mこ 2 回臨巣 して ゐる。この事實に依り,ッジフカラは北 

海に於て も年2回利用すると とがあるのは確實となつた。北林試No.90 
/
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北林試

ク

農林 行

第16表 の期ほ議法に依る坂締利用成績表

依 8 に然* •島に«・

番 誠 利用島名 ﾡﾡ年交及袖番撃

10 1 12 1S 当 10 11 12 13 14

61

99

シジフカラ

9

95
94
16

191 コムク ドリ ,— — ・... *マ — 61 183

214 ヶ — — 74 161 一 ・...

285 — — — — 51 71 —

280 — — — 51 70 —

360 シジフカラ — 182 — — —

249507 -- --- 132 133 — — --

ボﾡはチ期にがけ る利川なり。

前は初i費、後は刊費な り。
tに松dせる ものは1iD聖の際はﾡなり。

株 No. G1 は昭和 12 4に於て 2 回 成せ ッ。

帰が (1)
(2)
(み)

(4)

を七識せる シジフカラ の親の例では,昭和 10 年度に於て No. 9 の箱を利 

用 したものが,昭和 12 年ﾡに呼び No. 16 の 巣箱を利用 してみる。

兩独箱の距離は遠くないのみならず,(Eに満2ヶ年を経過して呼び同一 

“の流巣•が發見 さ れた こ と は極めて 興味が深い。昭和 12 年ﾡに No.. 182 の 
県術にかてﾡ識北林試 No. 360 を彼付せる シ ジフ カ ラの親は昭和 13 年座 

再び同一巢箱を利用 した。

林省 No. 249567 は昭和 13 年度に No. 132 に營巢せ るシジフカラ の初に 

彼付せるが, 昭和 14.年度には附近に架設せる No. 133 の符を利用 して 

oる。以上の小實よ り 野幌國有林に  於て 落奥するシ ジフ カラは略毎年同一 

附近で港東する傾向があることが明瞭となつた。

コムクドリ に標識して回收さた ものは,ﾡにﾡ付せるもののみで, 北林 

はNo.19], No.214, No.285,No.286を標識せるものは何れも昭和11年
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第15回 卵中のシジフカラ

に野幌内』イj林に果とのげより 

立せる もので.多は1市方のK地に 

護行し,翌年呼びﾡつて米て野拠岡 

行林の巣術を利川せるもので, 水道 

としては極めて貴卡な資料である と 

思ふ。

この事實により, コムクドリは大 

ﾡ自 己の见文せる 附近に "びﾡつて 

米て, 替巣する習性があるととが確 

め られた。依つて 阪 前を特定の森# 

に架設 し規をﾡ別せ しuれば, 4 
子ﾡはび同 一地方」こ歸 って來 る の 

で,鳥の食餌が豊宿な地方で,外敵 

が少い場合であるなら, カ 行の增

設に依つてと等の類の桁を増大せ しめ,ポ料除にﾡ川 し得る こ とが 

明かとなづた。

(三) 巢箱利用鳥類の食性

北海道野ﾡ図行林に於て処ﾡをﾡ も 多 く利川する』頬は(に並べたる 

が如く シジフガラとコムク ドリ とである。*つて農林省は木州 R 於て投棄 

せるシジフカ フ類及び コムクドリ ﾡの企性調布を行はれたが, 本道流の も 

のに就て行はれた記災がないので, この柄和が交処期に於てﾡを如何なる 

食餌で芸ふ もので あ るかを知らんがため, 食餌冽査を行ひた る Iにif細は附

. 炎第3の如くであつて, それより精括すれば第17楽の如くである。

調査仙間数はシ ジフカラ9羽,コムクドリ 15 羽で資料充分でな く之を以 

て全般を推す こ とは山ポないがﾡﾡの離の性の大ﾡの傾向を知る と とが 

出ポよう。

(イ) シジフ カラ ・

シジフカ ラは主と して林内に於てを求むるが,企性はﾡも多いのは

第12表 fﾡ調求ﾡ括

補内ﾡの門内行 (町和 17 年別責)

11 、
シ

---
ノ カ コ ・ ド ッ

%
l ベ 一 iで 

呵裁
4 ・

喚 地 II 0 o 0 4 0 4 お

納 a 11 o o 0 字* 、 9 5

知 11 0 o 0 4 0 4 2
地 山 ・ G 6 3o 3 9
地 — •: 2 5 5

地 ロ — 0 o 0 1 2 2

ボ 地 ・ 0 o 0,1 1 0 1 1

\
鈴 u ... 0 0 1 0 1 1

拠 ﾡ II 1 1 1 7 0 7 s

足 類/イ時) ・ 1 1 1,1 2 0 2 3

不 明 動 物 質 •0 0 < 0 2 2 3

at — 11 11 11 6o 10 70 35

木 * A (松 科) - 0 0 0 29 99 4

(系 科) 0 0 0 13 1: 2

ク (欄 科わ) 0 0
o o 2 2 1

at 0 15 44 ・・

救 0 0 0 1 c 1

at 0 0 o 1 1 1

位ぢ げ校数 シジフスカラ 93 コムクドリ 10羽

窮翅口の幼森で次が半翅目 (ﾡ類) で主として林内の審をしてゐる。 

商 も本ﾡは動物Mのみを以てﾡを養してるので, 林ﾡ上Nに行谷な 

種ﾡである。

(u) コムクドリ

本聞は主と して林終及び賞材地附近に於て企を求める種類であつて,共 

の 性は呼企回製の最 も 多いのは神場目. 倒却目 及びや 同で各 5～9件 

である。円内出現仰敷にして断然多いのは、鱗述目で 33 個, 大が神知目
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で9仰となつてみる。特に野目の 大部分は ど林業上の客ﾡで あるから本 

種は非常に行後なととが制る。稲知目では主と して步行由科(ゴミムシ類) 

のものであった。又蜘蛛類は 7 個,半知目 は 5 個,映知目及びﾡ知目は各 

4 仰, 直知目及びﾡ足加は各2側致された。4却目の主なるものは螺ﾡ。 

膜題目のものは蟻及び葉蜂.雙短1口のものは虻類,血能目のものはパッタ 

ﾡ,ﾡ足ﾡのものはエマイマイであった。之等の中には多少有益と見ら 

れる もの もあるが大部分告後である。

ﾡﾡ物性食解と して松科の ものか發見されたが,これは ト ド マツの落葉 

父は古い葉で,嫩葉ではないので,多分他の食物を阪食する際附萧した位 

食せるものであらうc

共他ヤマグハの實(林子付)と櫻の麵子•が發見されたが, 本団は営処期 

に 多少植物質の ものを辘に與へる c とが明かとなつた。然 し之"のﾡ物は 

林業編注上の主要樹種ではな いので,麻食に依る害があつた と して もそれ 

は極めて 軽微な ものである。要するに流冽i 期に於け るコムクドリ の食性は 

農林業上ほ有益で ある こと が明 とな つた。

以上の結果から ﾡ媒術を特定の森林に架設 し, ッジフカラ及びコムクド 

リ 等を牆致保護群前せ しむる ことは,拠林業上審曲原除に渋行効適切な も 

のであることが確認された。

(四) 巢箱の被害狀況

鳥巣箱は種々 な動物に依つて 加害される ものである。北海道に於ける 

処箱の加害動物に關 しては区に池田及び井上の報告があるが,著者はWに 

M昭和10 年よ り 5ヶ年間にIり野幌岡行林にかて調流せる納果は第 18 表 

の如くである。

以下各種障害に就て将単に解説 しt見上 う。

1) エゾモモンガ (Sciuropterus russicus orii Kuroda)
本種は北海道に於げる鳥巢箱の代表的加害動物であるが,第 18淡に示 

すが如く加審件数は合計193件で最大を示し, 全巢箱障害 367 件の過半 

数以 ヒにﾡしてゐる。之 を 季節的に觀れぼ 5 〜6 月及び 10～11 月頃が最も

(ﾡ責着 No.1〜155)
第17表 島県箱利用』類の

8向 
交

和 10～14 : ¥ !こ至そ > 5 ケ 年 間

I I 1 IV V u u 1 N 計

エゾモモ ンがの 
となりたるもの

3 3 4 14 81 10 7 6 36 34 19 1s9

エゾモモンがに 
を奪はれたもの

一 — ・ — 2 2 - 著 — 4

・VeuンにH入孔 ; 
をは拡し:の 1 4 — 一 1 11 — 7

ﾡの媒となリたる 
もの

3

阪木ﾡに出 入孔と 
破境されたもの

3 一 一 1 — 一 — 1 1 — 6

蛇のためﾡ中止 
せるもの — — — 6 1 — ・! 7

蛇のため卵又はfit; 
と食されたもの

— — — — 2 15 3 9 ・ — — 23

ﾡの使入せる もの 1 1 1

サッボロイイ j 
の校入せる もの — — — * — 1 — 1 2 4

ﾡ鉄のとなリた i 
るもの — — 一 — 2 16 27 19 6 0

ﾡのとな りたる！ 
もの

— — — 1 — 14 2 2 1 — - — 30

蝶のﾡとな リたる j 
もの — — — — — 2 2 — — -- — 4

ﾡのとな リたる| 
もの ・- — — 1 1 2 s 2 — — 16

カマドウのと 
なりたるもの — — — — 1 20 — — 21

計 7 7 4 17 35 64 46 35 37 4 w

多 く 利用 して ゐるのが目 立 つが, こ の動 物が 4～6 月及び 10 月頃1産
3～4 仔分娩するので之と深い關係がある ものと思はれる。

この動物はﾡ々巣の出入礼をﾡみﾡげる こ とがあるが, 之は全部で崎 

か7件程度であるから大した間ﾡではない。又この動物は多少に拘らず各 

季節に發見 される 盼 よ りﾡて, 嚴密な意味の冬眠を行はないものの如く 観 

察される。木種の被害 を 報減せん とするに は 發見次第捕殺 し巣村を除去す 

る必要がある。
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第16回 巣箱内で分験せるエゾモモンガ

2) ヒメネズミ (Apodemus ycisha (Thomas) )
本師は通削野衆 と稱 される小修反(頭胴の長さ 80～00札, 兄 90 餘耗) で 

北漏道の林野•に多數棲息してねる。主として樹實,極子, 従ﾡ及び昆曲 

他の動物質を食 してみる。野機岡行林中には多製様心して ゐ るが製ﾡ内に 

改入し交処してゐた例はﾡく. 佐かに5月2件, 10月 1 件と云ふ程度であ 

るから加動物と しては大 した問題 と はならない。 '

3) 吸木ル規

野ﾡ図行林に校じす るエゾオホブカゲラ Dryobats leucotos suboirris 
Stejneger 及びェアカゲラ Dryobates major .japonicus(Seebohm) の 

N5Hがト ドマッで逃つた災術をﾡいて破ﾡするととがある。特にその出入 

孔のMlがﾡかれ破されると, 營巢の障害とな るがその件数は他か 6 
で大寄は ない。と れは架設巣箱が ト ド マツ の生材 を 利用せ るとき時 II の細 

過と共に, 樹皮 下iに小滋当 (ト ドッギクヒムシ Polygraphs Proximmus 
HhndfcM) が寄生する ので,これをﾡ食せんとして巣を改する場合と 

冬季載寒の統 トッツ*の時と して利川せんがため,山入孔をﾡさ孔を繁大 

して自間を入れんとする場合と二校ある。

4) ワダイシヤッ(Faphe alinacophora (Boie) )
巣神を加害す る蛇は 今にヲダイシヤッの み我 さ れc ゐ る。木郡のo 

管は野幌岡行朴ではエゾモモンガに大く恐るべさ ものである。 の加害は 

5～8 月にIつて行はれるが特に G 月がﾡも著しい。5 ヶ年間に 29例費見

第17圏 以内に促入しﾡをせるヲダイシヤッ
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されたが, ﾡ際はは未だ未だあるらしい。 県内に巣材が少し置かれたき 

り営巣を中止してゐる ものが案外多いのは,他に も原因はあるが蛇に舞

はれたのに依る場合も相當あるものと推定される。

5) ブアマガヘル (Hyla arborca .janonica Guenther)
本種が:巣術内でﾡ見されたのは6月1件あるのみであるが, これは何の 

ために入 したのかその意味が判然 しない。その数がﾡ 1で巣箱加告 

動物としては大した意義はないと思ふ。

6) サツボロマイマイ (Euladra seplentronalis(Ehrmann)) 
本種は7及び9月に各1件, 10月に2件巣m中で我見された。元來木ﾡ 

は証の気上又はイタ r,七 ン等の老大木の樹体上でﾡ々役見される種ﾡで 

あるから, 集術に仕入したものは樹詞の積りであつたのであらう。その件 

數 も僅少で巣箱加害動物 と しては大なる意義はない。

7)ﾡ鉄類

クそﾡはカマ ド ウマの様に 多数巣箱に侵入することな" 多くの場合一 

匹宛奥箱 を 占祉 してみる。ク そ知の 占據は 8～10 月に も 多 く』の誉 ﾡが 

終った後に 多いので,鳥の利用 してゐない巣箱に クモが侵入する ものと見 

て女へないであら.。臨つてクモの巣術使入は大した際審にはならない 

と思ふ。

8) スズメベチ (Vespa mandarina Smith)
本種は本邦ﾡ大の胡蜂で, ﾡは大きくﾡよ り成り限々枯木の空洞中に 

次巢するが,果棚の外人まに害があり,時には後鋒をも変書することがあ 

るが,’ 即幌では無箱に侵入 し 6 〜8 月にその加ﾡが著し く 20にﾡ して 

ゐる。本研は獨り巢箱の鳥制のみならす,巣箱の観察者にまで襲ひかかり 

他危險で ある。 .

9)縦期 "

多数の リ が巣 m 内で發見 されたのは6～7月で各2件あつた。と れは 

ﾡの巣立 した跡に殘 された 食 ﾡやﾡの 死 ﾡな ど を 求めて侵入 する boで 

あつて, 直接リのﾡは認められなかつな。然し縦が大群をなして巣箱に

従入すると鳥知は営巣を嫌忌する と思ふ。この意味に於て 巣立後の巢】獅 

除は絶対的に必要である。

10) ﾡ
ノ:の役生例は4月よ り n1月会でで. ﾡも多いのはS月であつた。丁 

度 この頃 は大部分の鳥の普巣が終了 し. 不潔な産座が巣特門にﾡつて居り 

それをﾡと して増殖する ものである。この我生が大なるときは不潔巣村 

を巣術外に及す際, 人手に附弟し甚不快なものである。ノミが多數發生 

すると 鳥類の抱卵が 中止 されることは 明かで あ る。臨つて具立後術の埼 

除を行はないと,翌4もﾡしてﾡのﾡ典を坊書するので, 巣ﾡの掃除は 

必ず助行の必要がある。

11) マダラカマドウマ (Diestramunena marmoraladeHaan)
本ﾡは1川は叫所に層り , 夜川! 出でて植物質食餌を とるら しいが,果期 

には6〜7 月 頃i も多く従入する。時に は1Uのことあれども製西 群ﾡすナ 

る場合が多い。木蟲の入つてゐる巣箱は鳥は利用しない傾向がある。

今回はカ ラ ス類の被に就ては正確なる記ﾡを得られなかつた。然 しハ 

シ ボソ ガ ラ スが県立後川 もない頃幼心を迫ひかけた り ,政は光さ企物の 

少ない頃一巒早く 替巢するオホ ムク ドリのを叫つてゐるのを歴々目撃し 

たので, とれ等のﾡ書 も精森すれば相當ある とふ。

以上野幌國冇林に 於け る巣箱加害動物に就て把述せるが,これ等のF 
をーーﾡ討する と さ大部分は巣術の掃除を岡行すると と に依つて, その被 

害 を 幅波 し得る。このととは3の (一)(か) の項に かて 記述せ る 成績 と 深 

い關係がり,巣ﾡの掃除を絶到的に局行することが, 利用.成績を擧げる朮 

大な要索の一と信する。

(五) 摘 要

木試驗結果より特に北海道に於て新しく知り得た小實を摘练すれば次の 

如く である。

1) 針閣ﾡ林内に於け る巣箱を x く 利用する期は シジッ ガラが第一
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で,次がヤマガラ, シロハラゴジブガラ, ヒガラ等である。

2) 針W林の林終附の巣術を よ く 利用する门類は コムクドリ, が 

第一で, 次がオホムクドリ, カラフトスズメ, アリスヒ等である。

の 楽ﾡ巣ﾡは果設荷年は利川されさる も24門より木製に先らゆﾡ 

を示 してゐる。(附炎術 1 参用)

4 巣箱の利刑期間は各』ﾡ共5 月上よ り 9月 中旬までである。

5) 野快附近は読殖期南風が多いので,南向の巣箱は利用成績がよくな

いo
の) 野税岡行#では地上4～7米附近に架改せる巣術が最も く利川さ 

れる。

7) 臬箱內 を不泡に して比 く と 各硕の天敵が發生 し,鳥の読果が ※ し く 

減少するので,掃除は少く と も毎年替英終了後及び春先 e ﾡ 巣にﾡ手前 

(4 月 中旬頃迄に)必ず励行すべきである。

8) 鳥類の脚に アルミ = ュ ム製標識を簌付 して之が背性を調在 したとこ 

ろ野ﾡ岡行林に於は シ ジフ カラ は毎年略同一巣箱附近で密泉する傾向があ 

ろ こと 及び コムクドリ は 臬立後秋南 方へ渡行 し翌年1び 自 己の巣立せ る 附 

にﾡ楽してﾡﾡする背性があることが確められた。随つて特定の森林に 

製mを 増設 して 鳥類 を 加し得 る 可能性があ る。又 鳥知然鼓實驗の結 県ッ 

ジフカラ は年二回利用すると と も制明した。

9),原生林内の天然処洞は多年にIつて利刑 されてゐるため中が不潔と 

なるに反し, 人工処希は新しく 油潔であるので,よく 利川 される ものであ 

らう。

1の シ ジフ カ ラ の離の食性は全然動物質で,ﾡ知目の衛曲をﾡ も 多く 食 

してゐて甚有益である。

11) コムクドリ のﾡの食性はﾡ知目の曲が最 も 多く, 他大部分の企 

物は動物質であるか ら別期にはﾡ独願除上非常に効果がある。

12)製箱iに加害する動物は第一がニソモモンが, その次がフグイッヤ 

ッである。その他の有強動物としてはヒメネズミ, キッツキ, ハチ類, ノ
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ミ, リ, マダラカドウぐが照げられた。

第四章 詰 び -

以上北海道に於ける鳥菓箱の消革と好松『有林忙於ける試驗成績に就て 

べたが, 特に 同 國方林は 西北海道の中央部に位し ト ドッを主とする針 

関の天然林であつて, この地方に於て早く よ り小巣神の質験が冊大 

校に行はれてわたことはﾡめて意確深いととである。・

本映験の熱果野幌岡行朴の如 ・天然#に は天然の巣洞が部山 あるにも 拘 

らす人工鳥巣箱はよ く利用せられるものであるととが明となつた。これは 

天然奥洞は古くより鳥類に利用せられ不潔であるに反し,人工烏東箱は新 

しく淸潔である關係に因るものであらう。農林産物の増沫か叫ばれる今日 

農餅地の周圍や遺林地の岡圍礼 多数の製神を架設 し,有益島頑を誘致係護 

ﾡWせしめ,審迫を闘除しめることは触めて既探なことと信ナる。

用•
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鳥巣箱に開する主要参考文献

(北海道の』巣術に閲する主の文献は第 5～6 Hに記載せる を以ての T 
複を避けた)

1. 内田之助・ ﾡ制一: 巣術総興に依るﾡ規保護 大正19年
2,内田消之助: 鳥の巣箱はどう して造るか 大正13年
3. 内田消之助: 島伊話 240～259項 大正15年

4. 内田消之助: 小鳥の巣箱に就て「何ひら七講」下卷 95～182項
大正16年

ふ. ﾡ 納一: 棟鳥ノ食性 ニ 關スル网発成績 「ﾡ歌調報省」第4映 

昭和2年

6. 内田清之助・ 大岩紀座: 小島巣箱の地り方と略川 昭和44
7. 日高義實 : 熊本帝林局管内=於ケル林林試験及調/概造

8. 登谷流ﾡ : 防な林保護と類勝致施設に及て 「業務研究資料」

第20% 第29晩 昭和7年

9. 龍谷诵雄： 防等林保護上心類誘致に關する施設:に就て 「山林*W」 

第 27 卷 第 3 號 昭和7年
10. 内田消之助・ 松山資郎： 高士山ﾡ=架設セル巣術=Wスル調布#書

「歌の搬省」第.6.脱 昭和7年

11. 松山資叩: 鳥の巢箱に對する冇害動物に就て 「植物及動物」第1
卷 第.1ﾡ 昭和8年

12. 松山資叩: ヒメネズミの舞前 「植物及動物」第1% 第5鋭 昭 

和8年

13. 濃林省市産局: 野口巢箱の懸け方圖解 大正8年

1 . 石川一 : 野生有益鳥禽類の保護並に之が誘致に関する施設

大正94
15 . 内田清之助・ 葛 材一 : 吹上御売=於ケル集m1成領 「映調 

査報告」 第7鋭 昭和9年

16 .高 柄一: 四十伝知ノ食性=問スル調成ﾡ 「島映調戦告」第

7ﾡ 昭和9年

17 .山附庶: 日本の島ﾡとの生ﾡ 第1金 昭和9年

胤 松山資郎： 日本にのみ發見されるヤマネ 「サヒグラフ」第26彼 

第16ﾡ 昭和9年

19 .秋田ﾡ林局: 県mにﾡて 昭和9年
20 .貴林省山林局: 森林と布を動物の保護 昭和10年

21 .内田清之助・松山査郎: ﾡ知げ識法=供ル四十伝ノ生態=闘スル調 

ルﾡ 「R調戦書」第8説 昭和104
22 .内田清之助. 松山資郎: 木製巣栉と コンクリ 1 ト 製巣箱の比較試驗 

「uI#縦報」第 31 卷 第2戦 昭和11年

2. 松山資郎: 奥箱架設二 關 スル試驗成就 「ﾡﾡ剥報書」 第9説 

昭和14年
24. 玉1光一: 巣箱を利用せるキタ ヒガラの生態期杳書 「樺太中央試 

略所W」No.. 98 昭和 17 4
25. Forbush: Usefulbirds and their protection. (Mass.) 1907.
26. Trafton: Methods of attracting birds. (Boston) 1910.
27. Dearborn: Birdshouscs andhow to build them. (Wash.) 1913.

28. Ladd, M. N. : How to make friends with Birds. 1926.
29. Berlepsch: Der gesamte Vogelschutz. (Neudamm) 1929.
30. Otto Heuze : Kontrollbuch fiir Vogelnistkasten in der Land- 

umnd Forstwirtschaft. (Berlin) 193G.
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w・ 
項

束

商i 
西 

市iy 
東

南西 
北 
南 
北項 
処

西
西 .
北 .

北東 
市j
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--48-.

賞
〃
〃
〃
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箱 出入 条 設 欠 設2 利 用 映

番型型 セ S j 方向 i 当 月 13 14 15 16

106 實 な 4.30 東 サへ ハ ケ カンパ 10.0 IV.19 ©
197 ク 4,0 4.57 西 シ ナ 18.0. 56
198 3.5 4.18 西 ナ ラ 20.0 52 ©
109 G.0 1.52 市 サグ 10.0 18 ©
200 3.5 400 匣 カツッ 120 2

201 45 44g 市西 アカグモ 180 ©
202 4.0) 5.32 北 イクヤ 18.0 ・ 12
203 4.0 4.15 市 メイゲッ カヘゲ 80 is
204 3.0

6.0
4.55 北 サグ 10.0 I8 ©

咒 2 见

■

オヒロウリ 14.9. 片

附表第 3 胃内容調査表 (昭和174雌ﾡ査)

シジフカラの部 (9羽)

-50-

番数
巣箱 

番数

採集
月 日

動物
名 ﾡ

企 年 量
• 仙 #

質 質 計

1 110 1. X
X

ﾡ期日幼負
エゾハル七 断牛

1 
1

1
1

2 121 .uI ズ エゾハルセ ミ 路片 1r分 1

3 136 *
エ ゾハルセ ミ ﾡ部 
破牛 1r分 1

4 137 X 9刻日幼会 1 1

5 5. u X 拠弊 1 1

6 6.I * 第翅目幼母斬片 1西分 1

7 8. u X ﾡ刻日幼数 (尺ﾡ 1 1

8 11. W X ﾡ目幼塁 2 •2

9 13.WI X オカモノッガヒ 1 1
X 解刻目幼会 1 1

/
・ク ドリの 部 (15羽

10 No. 8 16. W *
*

オカモノアラガヒ 
エゾアソカメムシ

1
1

1
1

X ﾡ一和 1 I 消化みた るも

探集*

-
T4.

-----------
. - 全

Jit

番ﾡ 番ﾡ J 日
名 岡

同
澤

tt

11 No.1 1s. * エゾイ イ 1台分

・K分

>
* ﾡ日幼地

)X
*

1 ・ 行数科一f
蜘蛛 
砂粒

2

12 43 ! * ムネカオホア ッ
10

1
1

ゲ1永A「イ・バ 
製地日(鉛一H所 清化みた る t o
拠1妹 2 2

13 57 * 9却日幼虫 (尺ﾡ 
科> 7

X ハサ ミ ム シー 1 1
* 4 4

X ト ドツの※ 10 10

14 169 22. W *
エ ゾハルセ ミ 盤、 
脚破州 1K分 1

X ト ドツの※ S 8

15 168 X
X

く

ブの一断ル 
ﾡ日幼虫 
トド ツの※

sv分
1

3
I
G

16 169 " * 1 1
X G 6
X ミヤフ キ バツ ダ 1 1

17 108 26. u *
シヤク ト リムシ幼

1 1
* 9刻目幼地 1 1
X 行以科一H 2 2

X ト ドマジの※ 5 5

16 30.1 *
X

鱗翅目幼身蹄片
S運目ﾡ

1K分 ]
1

X
X

行虫科一和
ト ン ボー和のﾡ及 
び脚破牛

3v分
,1

2

1

19 42 X t ミ ー種断ル 1西分 1

20 42 2. W X
*

*

ﾡ知目幼負 
不明動物質残津 
エゾヤマザク ジの
種子

3
1
2

; 

2

21 168 X
X

ﾡ別目踊
エゾハルセ ミ 脚 
破牛

1
1r分

1
1



側

番B 希賢

採集

月 ロ

動物A4
名 岡

企 解 

a7 餘

22 168 4.I
• エ ゾハルセ ・ 刻及 

び腹飾破牛 1F分 1

23 42 ババ *
*

不切動物質ﾡ市
ヤ ゲの賞

1 
10ヶ分 10

24 〃 o.WI । X

*

ル行旦科 -利 
効日幼坐一和

ヤグ ハのバ

2v分
1

3ケ分

旣 刊 時 報

名 柄 番談 名 同

・ rッの施記に就て 19 北海t,ﾡ太産外葉出の立木村積にﾡ 
て

鳥東純架&」:注意すべせ贴に就て 20 大請係○書型に就て

w ﾡ前糸による椎北に賞て 21 ブおの人工場に賞て

伏澳製猊に就て 22 野取裕書助除に賞て Ci一代)

ﾡ高ﾡ換 9 野の尽剤に賞て

。...」 梨山地にaて 24 エゾマッカサプラの防除に挑て

森林叶格よ り 兄た る施然の方針に就て 25 ヤチ：•モ 造林 地 に我ナ るAと 防除

味植にkて 26 製材步止に就て

・ル～ ッ幼の針権に就て
- __________ : ・ -

27 水喰ひ村の性質に就て

卒素, ﾡ酸並に加』快のエゾマッ樹
の外•に及ぼす影春に就て________

2s 植栽木生Mに及ぼす土痕性の整彝に就て

ア ットドー ッ零許の年動及び地上高 
に上ると化 (w-戦 29 カラー ッ側ふ管長の年か及び地上高に x 

る呈化 (第二年)

2

血林地の!ﾡW除にﾡて 30 冬科に於ける椎並の土S州に賞て

+カケスの農林業上に及ぼす利書関

に脱て

業ﾡを書する好如に就て

31

河葉断をル科とする稀可でルブR適に 
述tて (第一 耐酸ﾡに際してのﾡ『 
消費に就て
附,(第二紙) 無型ﾡ酸じ泣の繰なし使
川 に於け る 砧彼消賈 に 就て
JW探 益済試験 に 就 て
ト ドツ 札苗のi床 とじて のお倒木特 

_に色ﾡお側木に就て---------------------------------------- 

高ﾡ松業ﾡに滅て 32 ブジ及ア カダモ村の家具類試作に就て '

状版木生農に及ぼす土壌性の影将に就て 3s 北海道,樺太及東地方に 於け る外求出に 
生する労数類

7 *iにかけ る技條被 殺 の効果 に就て 34 诧地の取扱ひに就て

九な求積 と 1に就て 35 林内外積"の他ﾡと幼歯に及す地な
52



ﾡﾡ 名 才 |ﾡﾡ 名

36 木材の人工花燥に就て 44 探集ﾡ済試験に就て (第二)

37 北海道安的に於け る材の花燃程度と 
の仲紹量にﾡて 45 粒木成長に及す土ﾡ性の 

ドイツクウヒ の枝打並にI
に掌て

38
ベブ材と しての北ﾡ道樹種の研究並 
に数的じ (第三 主交ﾡ払の役
維送及慢雑幅
北液道産材のフラヴオ ン反胞による設別

46
北がビま発契2監簡受度にばて
ユ・イクヤ ・
3. 天然林産が及びﾡ芽並に人

39 ﾡ各部にかけ る比並にﾡ術吸のﾡ
1. アカゾー ツ材 47

別産クロエゾrヴ

40
代川木製品の試作に就て

1.小木ルによる木ク引手材の試作に就 
て (第一

48
大納帯徳の*”に！1する試•成M

(第
外ﾡ樹用的

41 夏山材とﾡとの係に就て

42
シトドマツ株他の大小が登芽生育に及 

ナ影
カラマツと ト ドマ ツの清払救林に就て

49

ドイツクウヒ ﾡ林地に かけ る 間伐 の;
腐桃に及ぼす影膏

ト ドマツ並に カジマ ッﾡ林地の地 
にいて

43 J 総蘭糸 に依 る 椎% 戏培に 就 て (検報 50 北海道に於けろ起菜箱の沿旅と界H周 
林に於ける試ぬ成額

岡和十ハ4三月一日 印劇

町和十へ4三ル十日 Q行

北海道林業試験場

(北海江別町 野 幌

印n人金 井 恒 音

札 幌 市市二西五丁日

印 w 所 共水堂 金 井印 刷 所
(北札19)

札帽市南二條西五丁目 
電話一七Oー ・ 一 七〇二番


